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高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

汚水対策の推進

合併処理浄化槽設置整備事業

都市整備局

下水道経営課

087-839-2720

市

平成 年度～28

一般重点 ①ソフト事業（法律による実施義務有）

浄化槽設置助成基数 基

合併処理浄化槽等による汚水処理人口普及率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

合併処理浄化槽の設置者に対し、補助金を交付することで、合併処理浄化槽の普及促進を図り、生活排水処理対策を推進する。

・浄化槽設置費補助　　　　　　１，０００基

浄化槽整備区域（下水道事業計画区域外）に居住する市民

浄化槽整備区域（下水道事業計画区域外）における生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止する。

　平成２９年度末の合併処理浄化槽等による
汚水処理人口普及率は、平成２５年度からの
転換上乗せ補助制度により、合併処理浄化槽
の設置整備が順調に進み、２２．９％となり
、目標値（２２．６％）を達成した。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 ・単独浄化槽撤去・配管費補助　２００基
・委託料　　　　　　　　　　　１，０００基
　事業費　２９４，４１２千円

％101.3

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

302,519 316,303 320,365 320,693

275,746 289,896 294,084 294,412

26,773 26,407 26,281 26,281

Ａ 継続

　浄化槽設置基数９３１基のうち、転換基数１８５基となっており、一定程度であり転換は推進できている。しかし、未だに単独浄化槽は平
成３０年３月末現在で２７，５３１基残っていることから、今後さらなる転換促進を図るため、対象者への啓発・周知や不適施設の改善指導
を引き続き行っていく必要がある。

　生活排水対策の推進のため公共下水道の整備と併せて汚水処理人口普及率の向上に取り組むとともに、今後、国へ補助事業としての予算要
望等を行うなど、継続して転換促進に取り組む。
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（企業会計）汚水施設整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

市

平成 年度～28

一般重点 ③インフラ・施設等整備

単年度整備面積 ｈａ

下水道整備面積 ｈａ

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出するため、汚水施設の計画的な整備を行う。　
　下水道事業は、高松市では昭和８年から整備に着手し、昭和４０年に福岡下水処理場で汚水処理を開始、昭和５７年に東部下
水処理場の供用を開始、平成１３年に香東川浄化センターの供用が開始された。これまで、平成２８年３月に策定した、第４次
高松市生活排水対策推進計画に基づき、整備を進めてきた。　　　　　　
　Ｈ２９末現在、　事業計画面積　６５６９．７ｈａ　整備済面積　５４８１．０ｈａ　行政人口　４２６，４６５人　　　　

汚水管渠整備　φ２００～１，２００ｍｍ　Ｌ＝３，８５０ｍ　　

下水道事業計画区域

下水道事業計画区域内で下水道の整備を行う。

処理人口　２７０，４３１人

下水道の整備により生活環境の改善、公共用
水域の水質保全を図る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 面整備（高松、牟礼、庵治、香川、香南、国分寺地区等）

％99.7

点34

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

917,458 656,656 589,437 1,035,318

803,876 544,628 477,941 939,750

113,582 112,028 111,496 95,568

Ａ 継続

　高松地区において、１，４４４ｍの汚水管整備を行い、新たに４．７ｈａの供用を開始した。　
　合併町においては、２４０ｍの汚水管整備を行い、新たに香川地区３．０ｈａの供用を開始した。

第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、現計画区域内の未整備区域において、汚水管の整備を推進する。
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